
「材料評価学」第 2回 

 1 

2.  引張試験 1 
2.1 応力－ひずみ線図： 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・比例限度s P： 

 ・弾性限度s E： 

 ・降伏点（上降伏点および下降伏点）s Y（s Yu およびs Yl）： 

 

  ・耐力s 0.2： 

 ・引張強さs B： 

 

 ・破断伸びd： 

 

 ・絞りf： 

 
 

sYu 
 

sYl 
 

図 2.1 軟鋼の応力－ひずみ線図 図 2.2 アルミ合金の応力－ひずみ線図 
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2.2 公称応力と真応力 
 ●垂直応力の定義：  
 

      ・垂直応力が作用する→ 

 
      
 

          ・ 

 

 
 

 ●公称応力：      ●真応力： 
 

 ・ 

 
 

 ・ 問い：引張試験中の断面積を正確に測定するにはどうすればいいか？ 

 
 
 
 
 
 
 

 ●At を用いない真応力算出式 

 ・仮定：体積変化なし，かつ均一な変形 

 
 

 ・縦ひずみの定義： 

 
 
 
 
 

図 2.3 垂直応力を受ける丸棒 



「材料評価学」第 2回 

 3 

        ・注 1： 

         
 
 
 

        ・注 2： 

         
 
 
         

        ・注 3： 

 

2.3 公称ひずみと真ひずみ 
 ●垂直ひずみ（縦ひずみ）の定義： 
 

 ・伸びている瞬間の「元の長さ l 0」と「長さ l」は刻々変化する 

 

 ・ 

 
 
 

 ●真ひずみ： 
 
 
 
 
 
 

 
 ●公称ひずみを用いた真ひずみ算出式 
 
 
 
 
 

図 2.4 応力—ひずみ線図の各領域 
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 ●応力の記号修正 ・    ・ 
 
 

 ・ 例題：垂直荷重 W = 10.0 [kgf]，元の直径 d 0 = 10.0 [mm]，元の長さ l 0 = 100.0 [mm]，伸

びl = 1.00 [mm]で塑性変形が均一に生じているとき，真応力s t [MPa]および真ひずみe t 

[-]を求めよ． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.4 真ひずみの意義 

      ・2 本の棒に対して， 

      (a) 引張で 2 倍の長さに変形： 

      (b) 圧縮で 1/2 の長さに変形： 

 

     ・公称ひずみ： e n（a）＝ 

 

      e n（b）＝ 

図 2.5 引張と圧縮 
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 ●材料に対する負荷としては等価→ 
 
 

 ・真ひずみ： e t（a）＝ 

 

     e t（b）＝ 

 
 
 

 ● 
 
 

2.5 応力とひずみのまとめ 
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